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超高齢社会

地方経済の 
活性化

産業構造の 
変化

デジタル化の 
加速

超低金利環境

貯蓄から 
資産形成へ

地球温暖化 
・ 

気候変動

脱炭素社会へ

企業の社会的 
責任の高まり

ライフスタイル 
の多様化

社 会
地域経済の発展

お客さま
圧倒的な利便性

最適なソリューション

株 主
企業価値の向上

従業員
一人ひとりが
成長できる職場

レゾナンス・モデルの確立
中期経営計画（2020～2022年度）

ステークホルダーとの対話・協働
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深掘
既存領域の
“差別化”

挑戦
“脱・銀行”へ
向けて

基盤の再構築
2nd

お客さまの喜びがりそなの喜び

持続可能な社会

りそなグループの
持続的な成長

共鳴

女性登用・活躍推進 拡大

リテール・トランジション・ファイナンス

カーボンニュートラル

2021年度期初比+10%以上
（～2030年度）

 女性役員比率 30%以上※2

 女性経営職階比率 20%以上※3

 女性ライン管理職比率 40%以上※3

CO2排出量 実質ゼロ
（～2030年度、Scope 1、2）

累計取扱高 10兆円
（2021～2030年度）

社会へ還元

高度なコーポレートガバナンス 　　　　

　りそなグループの価値創造モデルは、「お客さまのこまりごと」「社会課題」を起点にビジネスを考え抜くことを出発点として
います。「お客さまの喜びがりそなの喜び」という基本姿勢のもと、りそなの強みと新しい発想が育む様々な共鳴を通じて、お客さ
まに新たな価値を提供するレゾナンス・モデルを確立し、「持続可能な社会」と「りそなグループの持続的な成長」の共鳴、そして、
その先にある「リテールNo. 1」の実現を目指します。

※1 2030年SDGs達成に向けたコミットメント（Resona Sustainability Challenge 2030）（2018年11月公表）
※2 りそなホールディングス
※3 グループ6社（りそなホールディングス、りそな銀行、埼玉りそな銀行、関西みらいフィナンシャルグループ、関西みらい銀行、みなと銀行）の合算
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社会関係資本

財務資本

健全な財務基盤

知的資本

先進的なシステム／デジタル基盤
営業スタイル／業務プロセス

人的資本

多様性に富む人財

本邦最大の 
信託併営リテール商業銀行グループ

首都圏・関西圏中心 
広範なチャネルネットワーク

お客さま基盤　 
個人1,600万人、法人50万社
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